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「壺割」の害
～親は自分の産んだ子供を最後まで守れ !～

r壺剌」の書く3)

―中見えぬ「駆け込み寺J
前号では 会社の問題においても家庭の

f.l題においても 「壼割(つほわll J方式の

解決策ま全く効果蹴 いこと それどころか

悪しさ状態を延命させるだけであることを述
べた 逆に その人のすべてを受け入れる暖

がい心議 すると 人は安 0して自ら壼を捨

ててそこから出てくることを示した

自らの意志て出てくる一それこそが自伸

なのた 人に生きる意飲と活力を与えるの

は 人の愛情エネルギーだけハ r't風 Jで

はなぐ太陽Jでなければ 人は自らの穀を脱

ざ捨ててはくれないの鶴
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私が会ltでも蒙鷹でもやつたことま

次の2つである
(1)うなだれている日人への

エレパワーメント(力づけ)
(2)● 人を取りいく環境(会社風土

ま魔凰■)を変えること

(1)で大切なことよ気持ちを受け止めるこ

とである 気持ちを理解してもらえただけで人

は勇氣が湧(

さらに自律までを目指すなら 自分の相卸

しをしてもらう と言うても難しいことではな

い 自分の小さい頃を思い出し 自分と親と

の会議や出来事などのエビツーヽそしてそ

の時の気1うちを思いつくままにとんどん■い

てもらうのだ ●いている内に大きな気づき

を得ることができるだろう さらに 私力
`気
づ

いたことをラィードバックすることによつて自分

がぐんぐん立体的になっていくだろう

こうして 自分の過去に光を当てて新たに

続き直しを終えたとき 人は自分を取り戻し

自擦の力がむくむくと湧いてくる

このようo自 分をより津く理解するために

はく他者>が 必要である だから人間は一人

では生さられないの● しかし 他者は自らの

情や煩悩を乗せてくる 特に身内は我欲を乗

せてくる それを待除するだ+で もの,い エネ

ルギーを使うことこなる そのため 純粋に鏡

になつてくれる他者が必要になつてくるわけた

その役割をするのが乳々カウンセラーである
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そして ■に大事なこどま 2)だ  ]人 を変

えても 風土がそのままであれ

`違

う瞳かがま

た軽性になるなナのことだから7

会社は組置風土を変えないままに社員に

贅任押 しつけ 親は自らの生き方を変えない

ままに子錮 題視し 場合 ,あ ては切り捨て

る 「姥捨て山Jならぬ現代の
'子
捨て山Jと

なつたアイメン,ル スクールは 切り捨てらl●

た子供たちの強,収 容所だoた 中では [特

別な●lキュラムなどI●く漫画を歴んl  トラ

ンプをしたりして過ごしていたよ『中見えめ「S

け込み手J5/22朝 日新鰤シJ'である

子FTたちの気持ちを受け止めることも 自律

に向かうための自分の棚印しもやつてはいな

い その上 位致するよう=収容するこatよ う

て 人間倍llの根幹をなす親^の 信頼を崩壊

させた 壺赫 て入つて無理矢理そこからう

きrll出し 結局別の登に押し込んだだすであ

る 罪は■いと言わざ溌 =な い

◇0◇ ◇◇

「壺BIJの書(4)

―事件 ま現場で起きている
『中見えぬ「駆け込み寺」(5/22朝日新聞)
の1:事に母親の0メント1嗜 つていた
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″あわ筋 れで αヽ =おa昴 嫡 針
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と書かれていた 約160万 人の引

`こ

もりの

うち :3つ歳リ トの引きこもりが半崚を占

め 父親は平

“

1撥 4割 近くが10年 以

上』(by'全国号きこもりKHJ俵 の会Jたいう

事態は深刻である にもかかわらず iiどこ

●も相談したことがない,という糧が昨年でも

3割弱」もいたというこどま相談機関を知ら
ないこと および身内の恥として相談し/●いま

ま放■している観も多いのではないかと思わ

れる

会社に相談する相手はいない 家は孤立

無級のアパートやマンシヨンで 地域に 知ヽら

れたくない 困り累てている親にとって 自分

たちの住ん0ヽ る地域から遠く離れた所て子

を預かつてくれる施設け救いの神に見えるだ

ろう しかし 前項ド壺詈,の書(3)Jで書い

たよう,そ こでなされていることま 衿持の

剰諄を相互不信
"メ

ージを与える行わて

あoた

『被書奢は,し まヽずです氏 声が上がら

ないのは 子供を預けている間は何 いヽえな

いから 親としての負い日もある 蟄を出る

と もうかかわりたくないと思うからホうていま

すll「適刊朝 8J6′28号 ,一実際に残子

共々緞い傷を負つてい鋏 ある

施設のスタッフは 自分の子供が引きこも

りになった時に 我が子をその施設 =入れる

だろうか

私が直接ご家庭 =訪間して家族カウンセ

リングを行つているのは 問題視されている

個人を治すためてはない ご寂族全員を共

通の上俵に乗せるためである それぞれの
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心理的状況を共有した時●該族は同じ立

ち位置に並ぶことができる そこから家族カ

回復への歩みが始まこ 家族が足並みをそ

ろえて歩訓 した時 間題視されていた個人

の症状はなくなっていく

前出の0メントのよう0現が負い日を感じる

対策は解決策ではな01親 も子も とも,生

き直すことが本当の解決策だ なぜなら ll

が(特に母親が)活き活きと自律的●生き始

めること,t子 どもことって最高の幸せたから

だ その時 子どももまた大きな自信を持つ

て自分の人生の第一歩を踏み出すことがで

きるのである そのため私は 親を気づきに

導き 仰 =エンバウーする(ただし 親自身が

壊れている場合は別だが‐)

これからのカウンセラーは カウンセリング

ルームの中でゎってぃてはダメた 敦いを求

ある家族の中
^飛
び込んでいく必要がある

'1橘
大捜蓋練Iは ないが

'事
件は現場

で起きているJ 現場で得られる情11ま カウ

ンセリングルームで得られる情報を壺力ヽ●凌

館するのた それ力
`で
きるようになるためt

tす べてのカウンセラーに家族鶯 ●を学ん

てはしいと思う
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「壺割Jの書(5)

回̈0(なすべきこと
,き こもつて一番つらいのま一体誰だろう

か

';き

こもつている本人である 維だoて

外に出て働き 書通に幕らしたいのた

それができることのな虚 幸せなことか

自分の部最にし,自 分の世界がないことの

なんと耐え難くつらいことか 子ttは概の代

わり,自分の身をもつて格闘している 帳が

自ら格闘すべきことを代行してやつてくれて

いるのた その格開を見るの力うらいからと 子

供を外へ隔離する一 子供を外の施設に手放

したとき 親は自分が工長するチャンスを失う

のである

しかし しがらみに格あ取られ 方法綸摯

たないために途方に暮れるのもわかる その時

は 野踏せJ=助 けを呼べばよい 困った時に

助け合うのが社会注 恥ずかしがる必要はな

い それ力
`当
たり前のことなのだ

ところ|ヽ誰|力(自 己責任Jなと いう間

違oた価値観を曼延させたお1 げヽで 日本とい

う国は
'助
け合いJという社会の根源ll機能

を失いつつある そして 孤立した家の中では

●待 DVモ ラルハラスメントなど支配と胆従

の病理恥 増している

今や睦の孤島と化した蒙族への心理的レス

キュー隊力
`必
要な時代になつてしまつた 号き

こもりの社会複帰を支援しているNPO法 人

=,― スタート事務局い1,″mヽ 研 おヽ■―

,″=′)そ こが行うているiレンタルお姉さんJ

のような地遇な訪間活動が求められている

しかし んコ′t慇α場,力な0,0ソ コ:7タリ

r90憲 誨 鶴,・台湾
`ヽ
薇 fF孝 え

うべき赳 (全国=き こもりKHυ報の会 代表

奥山雅久 5/22朝 日)

私のよう=拿族を支援できる技能を持つ「家

族相談士J`ま だ日本全国にたったの750

渇しかいない しかも 実際にご家族の下べ行

かれる人ほとんと なヽいだろう

人を隔離するだけのバ0ま もういらない

′ヽコモノ行政健 うo豪掟しているはず為

必要なことよ 優助できる人の育成と 授

助を受けやすい法整備である 心の健康のl・

題のために性 床保険,を早8=活 用てきるよ

未明に物音と悲鳴

入所後わずか5日

不埋,や 1き却 などの人が,0人以上暮ら

す確Fで 何があつたのか 名古屋liのヽ

'0法人「アイメンタルスタールJの業に入っていた

"性

(お か手足に多くの腐を負つて死亡した

事件で 憂贅県曹
`迎
,日 本格的な技411・

,出した 集■生活やアル′`イ睦 通してい,

心を羹い ,崚 笹llを日指す 男性が入所う

‖, 4ら め人となったのは そんな施設だo

たと,わ

1`日午前8時 Jを兌ました男性
`K‐
た ●

した艶手だつた 職員が体温を淵oたが 低

かoたという杉浦昌′ド表理事と嗽ltが範

設の電で痢咤に選んだが 午前U抒 0分に
`い停止が

“

凛された 近くこ住む女性はこの

■の未明にドン トーンと2回 大きな普を聞い

ていた

"卜

をたてきけけま うだoたという

女性は「働者の性にギャーという●Iび

"も

llこ

えた いつも夜中には声や綺音がしていたが

つ Jはいつせ凛子が選った」と

`す県螢の関べでは 夜は2人の腱員が付き添

うが この夜も豪れたため 機興昴 抑えたとい

う ∫!管のi池 解

"の

結果 外に性カ ック死

とみられる 蘭腑や両足などに多激のない出

血や刊 七カ場った 綸●の露ぞま 男Itは今

月1イロ 母親の秋籟で彙京世回谷区の0宅

から東べ移つた り翻 きこも,(「 自分で

は外に出ることができないから」だという館で

は 3階建て鮨設の1隋にある「大部犀■こ入́

た 21性 =どの翌歎きの部屋で はか″0人の

人寮者と同用した この贅には 10代から10ヘ

に力ヽ すての男′ぬ―●人が人っていせ い,

男性はス寮口から麒しく摯れ 触れられること

を極 1に蛛がった もがくようこ千足を振り眸

には硬員に戦

'か

か ,́た こうした1,況は

"」統1'と
'う

轍員の 人は「人寮者にⅢ員が躍力をふる

うにすべきたと思う (中尾薬司)

く著者紹介>

中F●英・l(家族相談士 シニア産業カウンセラー)
■メール: ぬ̈●omm●。・..m
ロプロフィール(

電話&メ  II談 及び直接ご漱化に同って察族カウンセリン
`を
行い 殷待 ADlD:

0盗 絣 ギャンブ,嗽存 ″ ′,DV離 婚 会社のセク′ヽラ ′`ワ′ヽラの回題などを
手
'け
て,も 毬撒改ルを政琳 せた後 会llの風t改 革からi薩の風土改革0嬌足を

移す シニア産業カウンセラーの青蔵 靖凛催輌COヽの耐,,テ レビ東京「嘲は楽しくIJ
の「我が夕の

“

件締Jのコーナーでコメンテータ出演
ロイ 「「あ3“ 壁を,ち鼓‐ 人々メII本絲古鯖ll社)
「あな
'つ
子れ を加宙着し なltめ に1(生活ll椒センター)

日,イト「■FE相談宝J暉 改革ご支授COllJ
ロブ●グ「あなたの子Aを 加当着にしないため

`J

うことはな,、拘束具格 崚つて, なヽい 爆れ

ても話をして落ち着いてもちoた」とする しか

し
'当
■の帥しいことは千燎 理

"I↓

力わ力ち

ないが 理絣がとれな,Jとち縣す 杉浦代表

理事は
"日
も 報通師のlJに姿を現さなかo

た
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